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2007 年  05 月  01 日  

熊野の旅 LUZ 上京する 早稲田  

 再び、お登りさん報告記 
 都電早稲田や球場が変わっていましたが、キャンパスの中もさすがに年月が流れて

変化がおきていました。 
 大隈講堂や正門風景、そして大隈さんの銅像なんかは変わらないのですが、老朽化

して、なおかつ背の低かった校舎が建て替えられてきていますね。 
 敷地内では教育学部の建物が建て替えられて法学部になっています。法学部は大学

院に…全体のイメージは変わっていませんがどこか違う気がしますね。 

 
 一番最初に取り壊し立て替えられたのは旧理工学部木造校舎ですがね。昭和 40 年

ごろで使命を終え、理工学部の戸塚移転とともに建て替えられたのです。木造校舎で

授業を受けたのは生徒番号 38××○○○まででしょうか。 
 理工学部本部の 9 号館？は使い方を変えながら健在です。 
 悲しいことに、旧 5 号館？商学部の建物が壊されて大きな校舎の工事中でした。 
 ここの地下に写真部の部室があったのです。 
 学部は違っても毎日のように出入りしていた商学部の建物、そして部室、消えてい

ました。 



 それと、同輩の丸岡君が買ってきたニコノスのテストをした本部前の一坪ほどの小

さな池も消えていました。 
 40 年ほどの年月が流れたことを実感させられましたね。 
 私にとって変わらないのは、メインの写真機がこの中を歩いていた時と同じニコン

F だと言うことです。歩く足並みは随分頼りなくなっては居ますがね。 
 カメラを肩に集まってきた連中の中でいったい何人が今もカメラを握っているの

でしょうね。 
 写真で飯を食うことになった連中も定年を越え、自前のやつもピント合わせに苦労

している年ですからね。まあ、元気なら上出来でしょうか・・・ 

 
 カメラは センチュリー・グラフィック+バウシュ＆ロム 88ｍｍ  
Tags:早稲田 大隈講堂   早稲田大学構内        by je2luz | 2007-05-01 10:52 | 



2007 年  05 月  02 日  

熊野の旅 LUZ 上京する 早稲田界隈・戸塚  

 早稲田の周辺で一年ずつ二軒の下宿で過ごしました。 
 正門近くの鶴巻町、そして高田馬場近くの諏訪町です。 
 もちろん、下宿と書いたように今流のアパートではありません。昔式の下宿と呼ん

だほうが良いものです。しかし、『賄い』がどんどん無くなってゆく時代でしたから

この二軒には食事は付いていませんでした。一畳千円とかの時代で三畳とか四畳半は

主力でしたね。 
 早稲田から戸塚一丁目、戸塚二丁目と歩いて高田馬場方面へ・・・ 

 

 確かここはかつて戸塚二丁目交差点と呼ばれたように思うのですが、今は『馬場口』

と言う標識が掛かっています。南北に走る幹線の明治通りから高田馬場に曲がるとこ

ろですからその方がわかりよいのでしょうかね。 
 この交差点の角っこに『みちくさ』と言う「バー」がありました。これも「すなっ

く」ではなく「バー」でした。高いサントリーバーではなく、学生でも入れるオーシ

ャンバーでしたね。一年余りこの店に通いました。宵の口はカウンターで飲んで、混

んでくるとカウンターに入って飲み代をただに… 
 はす向かいの角近く、今はやりの丸山弁護士が下宿していたとか言うアパートの近

くの石段のそば、明治通りに面してカレー屋さんがありました。 



 
 この植え込みの陰に隠れているペッチャンコの建物の小さなお店でした。『ブー』

と言うフランス語の店だったと思います。ここは私の姉と同じ下宿にいた文学部の学

生さんのデートの場所でした。この先輩は私の義兄になったのですが、５０ほどで若

死にし、姉も６０過ぎで他界し、ここを眺めて懐かしむ二人ともがこの世にいません。

随分昔のことですね。 
 この店のところ弁護士さんが言うきれいな姉ちゃんがいたとか言う建物の角を右

に曲がり坂を下った諏訪町に一年居ました。小学生のお嬢さんが二人居られましたが、

あれから４０年あまり…すれ違っても絶対に分かりませんね。 
 この界隈も店は入れ替わってもあまりたたずまいは変わっていませんし、裏通りは

変わりようが無いですね。 
 ぼろい映画館はまだ営業しているようで残っていましたね。 
 東京が変わったと言いますが、大きなビルとかを見上げれば変わっていますが、全

体を見渡せば庶民の暮らす町や裏通りは変わっていませんね。 
 東京の人全部がお金持ちってことじゃないですから、老朽化してきている建物も建

て替えることも出来ず暮らしていますからね。相続税に頭を悩ましている人も結構い

るのでしょうね。売れば税金は払えるけど住む所が無い…かといってマンションを買

うほどの金にもならず… 
 それでも、買い手も無い田舎の土地に固定資産税を掛けられ保険税までそれに応じ

て上がるところよりははるかに良いですがね。  
Tags:昭和                 by je2luz | 2007-05-02 10:59 



2007 年  05 月  03 日  

熊野の旅 LUZ 上京する 夜の池袋  

 早稲田・戸塚とあるきまわり、再び明治通りをもと来た方に歩いて池袋に向かいま

した。 
 池袋に着いた頃には夕方になり、先日掲載したような時間帯の街頭スナップをして

久々の都会の風俗を見物しました。 
 6＊9 から３５mm に持ち替えてしばらくスナップを撮り、日が暮れてきてからは

TRI-X を１6００相当で使って撮影を続けました。 
 このフィルムの増感は考えてみれば私が学生の頃にやっていたのと同じことです。

フィルム自体は進化しているのでしょうがやる側では全く同じです。 

 

 
 更に感度を上げれば繁華街は真昼並みになってしまいます。 



 銀座の真夜中薄暗い路地裏に三脚を立てて撮影したのを思いまします。 
 盗撮ではないのでこのくらいに抑えて、夜らしい写真を撮ってみました。最近のデ

ジタルカメラもどんどん感度を上げて夜間撮影も可能なようですね。赤外ストロボま

で酷使して撮る輩がいるとか… 

 
 今では南紀・熊野の人にとってこの池袋は結構なじみの深い町になっています。 
 夜行バスがここに発着していますからね。 
 中央高速経由や関越などを使う長距離バスの発着が池袋になっているものが多い

ので、随分人の流れも変わって来たでしょうね。 
 それでも、偉大なる田舎的な雰囲気は昔も今も変わらないように思います。 
 そう…ギャルがほとんど見かけられない… 
 カメラは コンタフレックス IV+プロテッサー35ｍｍ 
Tags:クラシックカメラ モノクロ 池袋      by je2luz | 2007-05-03 11:27  

 

 

 

 

2007 年  05 月  04 日  

熊野の旅 LUZ 東京を発つ  

 ずっと東京の話題できましたが、いよいよ、池袋から夜行バスに乗り我が家に帰り

ます。 

 



 古くは・・・ 
 ふるさとの なまりなつかし 停車場の ・・・ 
 と詠まれ 
 又 
 どこか故郷の 香りを乗せて ・・・・ 
 と歌われたのは上野駅でした。 
 日本の駅はほとんどが通過型ホームを持つ駅です。列車運行上はその方がはるかに

合理的なものです。 
 郊外から入ってくる私鉄の終点は行き止まりのものが作られましたが、首都圏の国

鉄では終着駅＝始発駅でも行き止まり駅は上野の番号の大きなホームくらいしか作

りませんでしたね。 
 ヨーロッパでは名だたる大きな駅は行き止まり式で、映画の『終着駅』ではないで

すが、非常に情緒のあるものです。ロンドン・ビクトリア駅などは、寝台列車でドー

バー海峡を渡りヨーロッパ大陸に渡るとき、櫛形に並んだホームに自分の乗る列車が

待っている… 
 『さあ、乗るぞ！出発だ！』と言う気持ちが湧いてきました。 
 上野駅でも改札を通って列車の後部から順番に車両を眺めながら目的の車両まで

… 
 旅の情緒を盛り上げる舞台装置としては良い物でした。 

 
 西から東京に入る場合は夜行の時代でも途中の品川駅で降りて山手線乗換えとか

…とたんに東京の普通の駅の雰囲気しか味わえませんでしたね。 
 集団就職でも西からは品川駅止めの列車だったようです。 
 まあ、上野駅まで行かなくても東京駅でさえが夜行列車の発車するホームではその

時間に合わせて列車の行き先の方言が飛び交ったものです。思いがけず懐かしい顔に

出合ったり… 
 それが、今では昼間の新幹線か写真のようなバス停からの長距離バスでの東京発着

です。 
 東京を後にするバスも宵の口からカーテンを閉め切って… 
 寝台列車の頃は通路に立って離れてゆく景色を眺めたものでしたが今ではそれも

ありませんね。 
 旅の情緒なんてありません。 
 こうしてみると、今の旅は便利ですが、それしか知らない今の旅人はかわいそうで

すね。 
 ここからバスに乗り、朝になると熊野です。 
 我が家の前を通るのにおろしてくれないのでバス停から３００m ほど引返さなく

ては成りません。 
 カメラ資材が重かった・・・ 

  
Tags:熊野市 昭和 モノクロ          by je2luz | 2007-05-04 12:23 | 



2007 年  05 月  05 日  

熊野の旅 映像のみ・・・池袋 夕刻  

  

Tags:クラシックカメラ モノクロ  by je2luz | 2007-05-05 11:45  

 
 
 
2007 年  05 月  06 日  

熊野の旅 おしまいは雨  

 連休中はそこそこ天候に恵まれ、人でもそこそこ多かったようです。 
 遊園地では又々事故が発生したようですね。 
 事故にあわれた方はお気の毒ですが、まあ、おきて当たり前の事故がおきたと言う

ことでしょう。 
 ものすごい速度と方向転換、ものすごい応力が部品に掛かりますね。 
 それが車輪と線路であったり、ロープと留め金であったりします。ロープで振り回

している遊具などでも、突然、遠心力ではるかかなたに飛んでゆくことも起き得るの

です。 
 大台ケ原では先達に足を支えられてがけから身を乗り出し、悪い心を追い出す修行

が古くからありますが、修行でもないのにそれ以上の危険を銭を払ってやられる方が

多いわけです。 



 古には熊野詣も結構危険な旅だった訳ですが、今の時代は一番安全な行楽地の一つ

かもしれません。 
 高速道路も途中までしかないので重大事故の可能性もその分少ないし、高速走行が

出来ない道の構造なので、大きな事故に巻き込まれることも少ないし、交通量の絶対

量が少ないので事故発生自体も少ない… 
 うんと運の悪い方は東南海地震にめぐり合うかもしれませんが、それは地震列島の

日本国内ならどこでもあまり変わらないでしょう。 
 津波にさえあわなければ、関東大震災や阪神淡路大地震のように火災による二次的

被害を受けることはほとんどありませんからね。 

 
 そんな安全な熊野三山巡りには普段より多くの人が訪れたようです。 
 ものすごい停滞が起きるほどではないのですが、三山ともに駐車場が少ないので混

雑したようです。 
 京都や奈良のお寺と違い、普段はほんの少ししか観光客は訪れません。年に数日の

ために駐車場を増やすとすれば公金でやるしかないでしょうね。草引き、管理代も出

ないものを… 
 テレビの報道を見ると…『一杯来てる！』というものと、『静かで落ち着いている』

と言うものがあります。 
 基本的には、後者の『静かで落ち着いている』が熊野三山の姿です。 
 特別な人払いしなくても、少し待てば人っ子一人いない絵が撮れます。むしろ、一

杯歩いている絵が欲しいのなら観光バスが着くのを待ち続けるしかないです。 
 ゴールデンウィークが終わりましたから、余計も静かな時期に入ります。 
 熊野古道も、今では整備されて誰が見ても他の山道と見間違える心配の無いものに

なっていますが、整備していなければ、『道を間違えたか？』と、心配になるほど人

に出会わない山道に戻ります。 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ           by je2luz | 2007-05-06 11:44 | 



2007 年  05 月  07 日  

熊野の旅 熊野市報５月号 人口動向  

 例年三月四月は人の動きが一番多い月です。 
 熊野市の三月一ヶ月（４月１日現在）の動きです。 
   人口   21.173  （-262） 
    男    9.811  （-152） 
    女   11.362  （-110） 
   世帯数 10.137  （-104）  （ ）は前月比 

 
     出生  9 
     死亡 14     （３月１１日～４月１０日） 

 
 見事なものです。ずらりと負の数が並びます。 
 死亡数より人口減が大きいのは転出によるのもで、高校生が卒業すると９割くらい

は外に出ますからね。それでも、学生さんは住民票を移しませんから今年の分ではな

いですね。 
 単純に計算すると７年ほどで熊野市がなくなる勘定になるんですね… 
 いつも、『俺が生きているうちは…』』と言うのですが、このくらい先のことなら、

『俺の生きているうちに…』と言えるような話ですね。 
 これを読まれる方のほとんどは、大都市とまでは行かなくても都市にお住まいの方

でしょう。そうすると市報や広報を見てもこんな恐ろしい数字は出ていないでしょう

ね。 
 しかし、平成の大合併前の 3300 市町村のうち 2000 ほどはこんな状態なのです。 
 地方出身の方でしたら、くにに帰られた折にふるさとの人口動向にでも目を通して

みてください。 
 この（－）のうちの１があなたなのです。 
 今年から、財源委譲で所得税の一部が地方の住民税に移されましたね。 
 しかし…所得の少ない、所得の無い老人の多い田舎、林業が壊滅して基幹産業の林

業からの収入もなくなった山間部では、所得税自体を収めている人は少ないのですか

らね。 
 人口のかなりの部分が７万円弱の国民年金生活ですから 
 その育てた子達が都会で税金を納めてもねえ… 



 
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ  木本町  by je2luz | 2007-05-07 11:39 

 

 

 

 

2007 年  05 月  09 日  

熊野の旅 これが示すものは？ 林業崩壊  

 林業不振が言われて久しいです。 
 今では、『林業不振』では無く『林業崩壊』です。 
 熊野地方はまさに山又山のところです。海があるといっても、普通は海のそばにあ

る平野部分が無いところで、海からすぐに山です。 
 そういう土地柄から、林業がやはり基幹産業で、山間部では各家に小さいながらも

所有林がある家が多いのです。 
 自分の家の裏山だけが自分のものと言う小さな山主も多くいます。 
 この小さな山でも、娘が嫁に行くとか、何かあるときに切ってお金に換えたのです。 
 ところが、今ではこうした小さな山は切っても金になりません。むしろ、諸経費の

比率が高くなり、最後にはお金を出さなくてはならなくなります。山を切って材木を



手放し、さらに追い金まで払わなくてはならないのです。 
 そのような状況なので、まともな林業家と言われる人でも、生活費の分の収入を得

るためには昔の５倍１０倍の面積を伐採しなくてはならなくなりました。その切り後

に植林して木を育てるのが林業ですが、植林して手を入れる「育林」をすると木を切

って得たお金では足りなくなります。ここでも、赤字が発生するのです。 
 こうした状況なので。全国の田舎で基幹産業が壊滅しているのです。 
 この原因に、輸入材があるのです。盗伐による森林資源の破壊が叫ばれ、そうした

材木の輸入を非難する国際世論が起きてもう２０年どころではありません。しかし、

日本の商社は儲かりさえすれば何でもありですから、とどまることはありません。 
 世の中、金次第、儲かれば良い…国が衰え、人心は荒廃して行くでしょうね。 
 その流れを汲んだのか・・・林業の町だった熊野市で市役所の『林業振興課』の窓

口が『農業振興課』になってしまいました。 

  

 
 熊野古道になら無限に予算をつぎ込んでも・・・ 
 目指せ観光立市・・・追いつけ夕張に・・・  
カメラは イコフレックス IIa・Restyled  
Tags:熊野市 モノクロ                by je2luz | 2007-05-09 09:56  

 

 

 

 



2007 年  05 月  10 日  

熊野の旅 入り込み客数  

 観光地の人気度というか実情を表す指標として来客数を使う場合が多いです。 
 この数字も非常に眉唾物なのですが一応参考にはなると思います。 
 なぜ眉唾か…海外旅行は空港における乗降客数は確実に把握されています。船によ

る密航者を除ききっちり出るものです。それに引き換え、国内旅行、それも自家用車

による個人旅行が増えている今では調べられないのです。せいぜい、年に数回カウン

ターで通行人をかぞれる程度です。入場料の要らない熊野古道や鬼ヶ城などはこんな

ものです。 
 その数字の概略が朝日新聞に載っていました。 
 調査対象は三重県側の紀北、紀南全域です。 
 熊野古道の峠でもツヅラト峠や馬越峠、八鬼山峠、大吹峠…一杯あり、一回で回れ

るところではありません。 
 そして、これをまとめたのが三重県とこの地区の５市町村で作る『東紀州観光まち

づくり公社』と言うものです。 
 その結果、発表された数字が、『１５万人』です。 
 これが行政で言ってきた熊野古道の入り込み客と言うことです。 
 一見１５万人というと大きく見えますが、三重県の南全部あわせてです。水増しが

あるのかどうかも分かりませんが、この数字は熊野古道なんて無かった？時代の鬼ヶ

城などだけの時の熊野市の入り込み客とよく似た数字のような気がします。 
 紀北・尾鷲・熊野で膨大なお金を掛けて整備し、まだまだお金を入れて施設を作り

…世界中に宣伝して… 
 他の調査では減少が言われているのにこの数字では増えてきているのだそうです。 
 増えてこれでは… 
 無かった時に加えてこれだけ増えたと言うのではないですから… 
 一番人気の馬越峠で４万３８７６人、二番目が私が気が向いたら写真を撮りに行く

松本峠だそうです。 
 歩かなくても写真が撮れるので行くわけですが、いつも書くように昼日中に写真を

撮っていて通行人が邪魔になったことが無いのです。観光客の方にまともにあったの

は一回だけなのです。まあ、祭日だとか日曜には行きませんがね。 
 そして、客は中京方面からの日帰りが多いのだとか… 
 銭になって初めて観光立市であり観光産業ですね。 
 採算だとか効率だとか、減価償却だとかそんなものに縁のないお役所ですから、こ

んな数字を手柄顔で発表できるのですね。 
 熊野や尾鷲に立派な観光会館などが出来たと聞いて、よそにお住まいのあなた方は

行ってみたいと思いますか？ 



 
 カメラは ウエルタ・ペルレ  
Tags:熊野市 熊野古道 クラシックカメラ       by je2luz | 2007-05-10 13:01 

 

 

 

 

2007 年  05 月  11 日  

熊野の旅 外部資本の撤退  

 日本列島改造論なんて記憶している方も減ってきたのではないでしょうか？ 
 田中角栄がぶち上げた日本中を土木事業で潤そうと言うものです。 
 その前あたりから、大手資本が地方に触手を伸ばしていました。特に私鉄が熱心に

自分の沿線だけでなくもっと先まで縄張りを広げるべく企業買収や、拠点施設を作り

をしました。 
 紀伊半島は関西の資本である、南海高島屋グループと近畿日本鉄道がしのぎを削っ

ていました。 
 当時でも人口は３万を切るような小さな熊野市でも、前からあった木本タクシと双

葉タクシーがそれぞれ、近鉄と南海に買収され、『近鉄タクシー』と『南海タクシー』

になっていたのです。 
 施設の方では鬼ヶ城に隣接した一等地は南海系が押さえて『鬼ヶ城センター』なる

ものを作っていました。そして、あぶれた近鉄は少し離れた国道沿いに『近鉄ロッジ』

を構えました。 



 そして、高島屋は金山パイロット蜜柑園に上に『オレンジホテル』も建てました。 
 赤字路線の紀勢線を近鉄が買収すると言ううわさも出ていました。 
 そんな風に食指を伸ばしていた両者も、採算が合わないと見るとどんどん撤退して

ゆきました。 
 近鉄ロッジなどは実に早く閉鎖されそれ以来３０年ほど廃墟となってうらぶれた

姿をさらしていました。 
 鬼ヶ城センターも国内旅行の衰退とともに来客が無くなり、赤字が続いていました。

そして、今では経営が地元商友会とやらになっているようです。買い取ったのは熊野

市でしょうね。 
 タクシー会社も知らない間に近鉄だとか南海の看板はなくなっています。 
 閉鎖、取り壊したオレンジホテル跡地はリゾート計画にのっとり熊野市が買い取り

ました。 
 そして、ここに来て近鉄ロッジと隣接するパチンコや跡地も熊野市が買い取るよう

です。 
 このように外部資本の尻拭いは一貫して熊野市がやっています。大資本が投げ出し

たものを殿様商法の行政が買い取ります。やっぱり目指すところは夕張でしょうか？ 
 夕張は久々の破綻自治体だから注目を浴びたけど、二番手三番手の破綻自治体では

馬鹿にされるだけで、救いの手は出てこないでしょうね。 
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2007 年  05 月  12 日  

熊野の旅 ツール ド ・・・・・  

 ツール ド ・・・と言えばフランスが浮かんできます。 
 今日は『ツール ド 熊野』の山岳ステージで舞台は熊野市だそうです。 
 国道３１１号線などでは交通規制が行われます。 
 むかし、オートバイのレースをやったらどうだ…等といったことがありますが、こ

のコースは急坂であり、普通のものなら自転車などで越えようとは絶対に思わない道



です。 
 この近辺で三日間開催され、その中で一番厳しいコースかと思います。 
 この自転車レースも、始まりは喫茶店の息子さんや消防署の若い衆などほんの少し

の自転車狂が手作りで始めたものですが、連盟？公認のレースになり、全国からたく

さんの参加があるようになっています。 
 本来なら、山岳コースのどこかにカメラを構えて取材して載せるのが本当なのでし

ょうが、交通規制とかがあるので億劫になって毎年パスしています。 
 本コースに入る前にデモンストレーションコースとして我が家の近くを回るよう

ですが、そこへも出かけない無精者です。 
 おそらく自転車好きの方ならこのレースもご存知なのでしょうね。 
 熊野市の立派な総合グランドだとか野球場だとかを使う行事では新年のソフトボ

ール、バッテリー・キャンプとともに、その方面の人にはそこそこ認知されている数

少ないものでしょうね。 
 地域活性化などという面では大いに疑問がありますが、まあ、結構なことだと思い

ます。 
 これで、地元に自転車乗りが少しでも増えると良いのですが、年数が経ってきてい

るのに、あの変なヘルメットをかぶって走り回る若者の姿はほとんど見かけませんね。 
 この過酷な山岳ステージを見て尻込みするのかもしれませんね。 
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2007 年  05 月  13 日  

熊野の旅 石見銀山  

 どうやら石見銀山の世界遺産登録が見送りになるようですね。 
 行政としてはものすごくがっかりしていることと思います。 
 地元で金になるならないは別にして、この熊野古道関連で紀州に次々と建設される

会館類を見れば、お役人はのどから手が出るほど欲しいでしょうからね。 
 日本中が立候補している動きをどうも素直に受け取れないのはこのような意味の

無い公共事業が後へ後へと行われるからです。 
 億の金をかけて一日数人のお客さん・・・ 

 
 石見銀山は私のような古い時代劇を見て育った者には、『石見銀山猫いらず』と言

う精錬とともに出る毒物によってお世継ぎが暗殺されるとか・・・・ 
 今の世であんなにまともに特定地名が出るような扱いをすれば問題になるでしょ

うね。 
 時代劇では鉱山送りと言うと佐渡島でしたね。 
 どうも、こうした金山銀山には怖いイメージがついて回ります。 
 佐渡に残る方向転換も出来ない細い採掘穴、たこ穴？を見るとこの底にひょっとす

ると戻れなかった人夫が残っているのではないかしら…等と寒気がします。 

 
 石見銀山には行ったことはありません。 
 山あいの静かな場所だとか… 
 世界に発信…などと言いますが、熊野古道が指定されて外国人観光客が増えたよう

には思えませんがね。 
 どっちにしても、がっかりされたことでしょう。 
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2007 年  05 月  15 日  

熊野の旅 国道１６９号線  

 連休前に仮に通行可能になった国道１６９号線奈良県上北山村叔母峰トンネル手

前の区間は、どうやらお盆前には元通りの対面通行になるようです。 
 私も書いたように、この１６９号線の奈良県川上村、上北山村。下北山村地内は非

常にもろい地盤のところです。 
 これも、全国的に報道されていましたが、ダムを作ったけれど、水をため始めたら

山全体が崩れ始め、集落は移転、ダムに沈む山腹はコンクリートで巻き立ててまるで

プールのようなものにすると言う馬鹿げたことをやっているのが、今回の現場から少

し奈良よりの場所です。 



 この道を安全にするには山をとってしまうか、トンネルにするかしかないのです。 
 どうやら、今回の区間を含む 1Ｋｍほどは急遽トンネルになるようです。費用対効

果を言えば疑問は残りますが確かに安全にはなるでしょうね。 
 ここをやれば、大きな山腹崩壊が予測されるほかの区間が目立ってくるでしょうね。 
 係官、技官としてはなるべく見たくないと言った区間の連続ですからね。 
 この区間を走ったことのあるよその方はダムに落ちそうなとか谷底に落ちそうな

…という事が怖いようですが、これは注意すれば防げますね。 
 山が落ちてくるのは避け切れないときがありますね。 
 走っていたら切り立った岩壁の連続に見えますが、ぐちゃぐちゃに破断した岩が積

み重なった崖が多いのです。 
 まさか、全線トンネルにするわけにも行かないでしょうしね。 
 安全快適な道路になることはまずありえませんが、運転するには面白い道です。本

当は昔の地道の方が私などは好きですがね。 
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2007 年  05 月  16 日  

熊野の旅 井戸川 亀齢橋  

 『亀齢橋』・・・結構ゆかしい名前の橋です。 
 その割りに、今のこの橋は味も素っ気も無い普通の橋です。 
 元々は潮の逆流を防ぐ樋門を持った石とレンガで出来た美しい橋でした。 
 樋門が 100ｍほど海側に出来た新しい国道４２号線の下に組み込まれてから、亀齢

橋は改修され、ゆかしき姿が消えました。 
 浜街道木本町本町通りの石畳工事ではありませんが、お金を掛けて新しいものを作

ることがいいことだと思う人が多いですから、古い橋が消えても当たり前なのでしょ

うね。 
 今残っていればその姿をカメラに納める観光客の方が一杯居たと思います。 

 

 田舎の人って、とにかく今様のものを欲しがります。 
 学校建築でも木造よりは白亜の四角い校舎が好きです。会館の名前も和風よりは意

味が分からなくても洋風が好きです。 
 これは、都会の人に馬鹿にされたくないと言う思いが出ているような気もします。 

だから、自分たちの身の回りの古いものは早くなくしたいという気持ちも強いのです。 
 中途半端な田舎の町より東京の路地裏の方がずっと古きよき時代の面影を残して

いますね。 
 石畳工事も大詰めに近づいて我が家の駐車場のあたりをやっています。 
 昔ならこんなに大きな町の変化があれば、旗行列、仮装行列でもやったでしょう。

今度はどうするのでしょうか？この工事の音頭をとった人たちは？？？  
Tags:熊野市 クラシックカメラ 国道４２号線      by je2luz | 2007-05-16 12:03 


